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Ⅱ．財務の概要

【総評】

① 経営状況の分析

2025 年 5 月 1 日現在の学園全体の学生生徒児童幼児数は 15,148 名であり、収容定員数

（14,950 名）を 194 名上回り、かつ前年度と比較して南山大学の入学者数も 581 名増加し

たことにより学生生徒等納付金収入が前年度の 135 億 21 百万円から 138 億 32 百万円へと

約 3 億 11 百万円増収となりました。また、主に高等教育修学支援対象者の要件拡大に伴う

授業料減免交付金による経常費等補助金が 32 億 85 百万円から 41 億 71 百万円へと約 8 億

86 百万円の大幅増となっています。さらに、受取利息・配当金が 17 億 94 百万円（前年度

比＋2 億 44 百万円）に達し、資産運用収益の継続的な好調が経常収支を大きく支えていま

す。なお、前年度に続き、保有株式の売却等により、4 億 36 百万円の資産売却差額を計上

しました。 

一方で、教育活動支出も増加しており、特に教育研究経費は前年度の 56 億 77 百万円か

ら 66 億 93 百万円へと約 10 億 16 百万円増加しています。これは、各経理単位における ICT

教育環境の整備推進・維持のために必要な事業に伴う支出増や空調設備更新など、教育の

質向上に向けた投資や環境整備が継続されていることを表しています。 

南山学園では、学園全体として当年度収支均衡を目指した財政運営をおこなっており、

各経理単位に対して事業活動収支計算書における当年度収支に支出超過を発生させないこ

とを理事長方針のなかで目標として示しています。2025 年度の事業活動収支決算は、事業

活動収入計が 223 億 73 百万円、事業活動支出計が 201 億 43 百万円となりました。基本金

組入前当年度収支差額は 22 億 30 百万円、基本金組入額 10 億 92 百万円を加えた当年度収

支差額は 11 億 38 百万円の収入超過を達成しました。前年度の当年度収支差額 12 億 30 百

万円と比較すると、収入超過幅は微減（△92 百万円）となりましたが、前年度から 11 億円

を超える高い水準を維持しています。翌年度繰越収支差額については、前年度の△288 億

94 百万円から△274 億 62 百万円へと約 14 億 32 百万円改善しており、直近 5 年間では最も

収支が悪かった2022年度（△350億 12百万円）を境に徐々に財政基盤が健全化しています。 

② 経営上の成果と課題

 予算編成方針における第 2 基準の再設定

財政改善計画の一環として繰越収支差額の支出超過を縮小するため、2017 年度より各経

理単位の事業活動収支計算書の当年度収支差額が決算時において収支均衡以上とする第 1

基準の財務目標（以下、第 1 基準）を設定しつつも、慢性的な支出超過にある一部の経理

単位については段階的な収支改善を目指し、2020 年度より経理単位ごとの財政状況を踏ま

えた第 2 基準の目標（以下、第 2基準）を設定しています。 

2025 年度の達成状況は以下のとおりです。（○：達成 ×：未達） 

法 人 

本 部 

南 山 

大 学 

南 山 

男子部 

南 山 

女子部 

聖 霊 聖 園 

女学院 

南 山 

小学校 

聖 園 

幼稚園 

マリア

幼稚園 

第 1基準 ○ ○ × ○ × × × × ○ 

第 2基準 × ○ ○ ○ × 

2025 年度は第 2 基準を設定してから 6 年目となりましたが、一部の経理単位は未達とな

りました。今まで経理単位の実情に合わせて異なる第 2 基準を設定していましたが、目標
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基準が異なることで分かりづらくなっているため、2026 年度に向けて、これを同じ基準（減

価償却額の範囲内）へ変更し、比較することとします。 

 財務比率による分析と課題

2025 年度の財務比率は、全体として健全化の傾向にあります。純資産構成比率 83.9％（前

年度 83.1％）にみられるように、純資産の割合が上昇し、純資産が蓄積され財政的に安定

しつつあることを示しています。固定比率も 107.0％（前年度 109.8％）で依然として 100％

を上回っているものの低下傾向にあり、近年の収支差額の収入超過が、固定資産が自己資

金で賄われる割合の改善に寄与しているといえます。流動比率は 209.7％（前年度 186.0％）

となり、短期的な支払い能力を示す指標が大幅に向上し、健全な水準となりました。しか

しながら、減価償却比率 58.2％（前年度 56.3％）であり、これは施設の老朽化が進行して

いることを示し、今後も計画的な施設更新とそれらに伴う中長期的な資金準備が必要です。 

③ 今後の方針・対応方策

2025 年度決算においても、前年度と同様、受取利息・配当金収入や資産売却差額といっ

た教育活動外・特別収支における収入増加が全体の収支改善に大きく寄与しています。こ

れらは市場環境に左右される要素のため、本来の教育事業による収支改善をさらに進めて

いくことが課題です。 

また、②で示した第 2 基準の収支改善目標の達成状況を注視し、2026 年度に再設定した

新しい目標の達成に向けて、未達の経理単位には実効性のある取組みが求められます。 

収入面では、学生生徒等納付金が事業活動収入の約 61.8％を占め、補助金約 18.6％、受

取利息・配当金約 8％、寄付金約 2％で、その他資産売却や付随事業収入等が構成していま

す。支出面では、人件費が事業活動支出の約 55.6％と最大であり、教育研究経費約 33.2％、

管理経費約 7.3％、減価償却額約 10％を占めています。以前より収入の学納金依存度が高

く、少子化や国や地方の政策変更に伴う補助金への影響、市場環境がリスク要因になるほ

か、建物や施設設備の老朽化に伴う今後の投資、更新コストが課題であり、特定資産の計

画的な積立を行いつつ、収入の多角化と支出の抑制等で財政基盤の健全化と教育の質の保

証の両立を図る必要があります。 

【事業活動毎の収支状況】（百万円未満四捨五入） 

① 教育活動収支差額

科目

本年度

決算額
（百万円）

前年度

決算額

(百万円）

差額 特記事項

収

入

学生生徒等納付金 13,832 13,521 311 南山大学：入学者増 

手数料 729 721 8 

寄付金 456 340 116 
大学：特別寄付の増

女子部：個人寄付の増

経常費等補助金 4,171 3,285 886 
南山大学：修学支援補助金の

対象者増による増（ただし

教育研究経費支出を伴う） 

付随事業収入 273 288 △15

雑収入 459 564 △105
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支

出

人件費 11,207 11,166 41 

教育研究経費 6,693 5,677 1,016 
南山大学：修学支援補助金の

対象者増による奨学費増

聖霊：修繕費、賃借料増

管理経費 1,476 1,491 △15

徴収不能額等 1 1 0 

教育活動収支差額 543 384 159 

② 教育活動外収支差額

科目

本年度

決算額
（百万円）

前年度

決算額

(百万円）

差額 特記事項

収

入
受取利息・配当金 1,794 1,550 244 有価証券の配当金増

支

出
借入金等利息 55 62 △7

教育活動外収支差額 1,739 1,488 251 

③ 特別収支差額

科目

本年度

決算額
（百万円）

前年度

決算額

(百万円）

差額 特記事項

収

入

資産売却差額 436 271 165 有価証券売却による増

その他の特別収入 223 76 147 
大学：施設設備補助金増

小学校：施設設備補助金増

支

出

資産処分差額 58 39 19 

その他の特別支出 653 65 588 

特別収支差額 △52 243 △295
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④ 当年度収支差額 

科目 
本年度 
決算額 
（百万円） 

前年度 
決算額 
(百万円） 

差額 特記事項 

当年度収支差額 1,138 1230 △92  

 
 
⑤ 翌年度繰越収支差額 

科目 
本年度 
決算額 
（百万円） 

前年度 
決算額 
(百万円） 

差額 特記事項 

翌年度繰越収支差額 △27,462 △28,894 1,432  

 
 
【基本金の状況】（百万円未満四捨五入） 

基本金全体で 10 億 92 百万円の組入れ、2 億 93 百万円の取崩しとなりました。 

主な増減理由は以下のとおりです。 

 
以上 

 
 

付記：決算額の詳細は別添の決算報告書をご確認ください。 

    https://www.nanzan.ac.jp/outline/management.html 

科目 
増減 

（百万円） 
主な増減理由 

残高 
（百万円） 

第 1 号基本金 756 

南山大学：体育館発電機能 GHP 設置工事による
組入 128 百万円 

男子部：空調工事（体育館エアコン）による組入 
45 百万円 

聖霊：GHP 更新による組入 51 百万円 
小学校：空調設備工事による組入 90 百万円 

空調設備等 4 点による取崩 199 百万円 

84,631 

第 2 号基本金 25 南山高等学校・中学校女子部： 
第 1 体育館改修・改築計画による組入 150 

第 3 号基本金 18 南山大学：基金への組入 24,645 
第 4 号基本金 0 組入なし 1,458 
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学校法人南山学園　財産目録[２０２６年３月３１日現在］

（単位　円）

Ⅰ．資産総額 99,470,808,490

内 １．基本財産 49,518,314,244

２．運用財産 49,952,494,246

［収益事業用財産 463,707,083 ]

Ⅱ．負債総額 16,048,849,039

［収益事業用負債 0 ]

Ⅲ．正味財産 83,421,959,451

［１］　資  産 99,470,808,490

１．基本財産 49,518,314,244

（ １ ） 土 地 465,379.63  ㎡ 14,227,675,041

（ ２ ） 建 物 246,389.49  ㎡ 26,712,592,738

（ ３ ） 構 築 物 622 件 1,343,773,807

（ ４ ） 機 器 備 品 986,967,508

ア 教育研究用機器備品 12,553 点 934,931,676

イ 管 理 用 機 器 備 品 341 点 52,035,832

（ ５ ） 図 書 1,129,273 冊 6,221,871,907

（ ６ ） 車 両 34 台 34

（ ７ ） 建 設 仮 勘 定 1 件 2,999,160

（ ８ ） ソ フ ト ウ ェ ア 15 口 22,434,049

２．運用財産 49,952,494,246

（ １ ） 預 貯 金 ・ 現 金 8,969,424,559

ア 預 貯 金 諸口 8,964,347,996

イ 現 金 5,076,563

（ ２ ） 特 定 資 産 諸口 38,348,353,295

（ ３ ） 不 動 産 797,484,836

ア 土 地 99,087.47  ㎡ 772,189,001

イ 建 物 2,461.58  ㎡ 25,295,835

（ ４ ） 構 築 物 30 件 14,048,461

（ ５ ） 電 話 加 入 権 197 本 10,345,140

（ ６ ） 施 設 利 用 権 10 件 5,240,275

（ ７ ） 長 期 貸 付 金 86 口 49,050,745

（ ８ ） 差 入 保 証 金 1 口 70,200,000

（ ９ ） 収 益 事 業 元 入 金 1 口 463,707,083

（ 10 ） 貯 蔵 品 諸口 14,078,116
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（ 11 ） 未 収 入 金 諸口 1,090,381,484

（ 12 ） 前 払 金 諸口 117,242,206

（ 13 ） 立 替 金 25 口 2,863,796

（ 14 ） 預 け 金 6 口 74,250

［ 収益事業用財産 ］ 463,707,083

（ １ ） 土 地 4,524.86  ㎡ 454,645,362

（ ２ ） 建 物 183.04  ㎡ 1

（ ３ ） 預 貯 金 ・ 現 金 9,061,720

ア 預 貯 金 1 口 9,061,720

イ 現 金 0

［２］　負　債 16,048,849,039

１．固定負債 11,187,227,088

（ １ ） 長 期 借 入 金 9 口 5,875,810,000

（ ２ ） 退 職 給 与 引 当 金 諸口 3,446,289,487

（ ３ ） 長 期 預 り 金 諸口 351,503,063

（ ４ ） 長 期 未 払 金 8 口 1,513,624,538

２．流動負債 4,861,621,951

（ １ ） 口 730,400,000

（ ２ ） 前 受 金 10,209 口 2,214,673,464

（ ３ ） 未 払 金 諸口 415,312,321

（ ４ ） 預 り 金 諸口 864,080,705

（ ５ ） 賞 与 引 当 金 諸口 637,155,461

［ 収益事業用負債 ］ 0

［３］　借用財産

（ １ ） 土 地 15,091.53  ㎡

（ ２ ） 建 物 3,359.32  ㎡

返済期限が１年以内の長期借入金 9
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南山学園役員報酬・退職金支給規程 

（目的） 

第１条 学校法人南山学園寄附行為第 59 条の規定に基づく、役員の報酬等の支給の基準につい

ては、この規程の定めるところによる。 

（定義等） 

第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定めるところによる。 

１ 役員とは、理事および監事をいう。 

２ この法人の職員とは、学校法人南山学園と直接雇用関係のある者をいう。 

３ 報酬等とは、報酬、退職金その他の役員としての職務執行の対価として受ける財産上の

利益であって、その名称の如何を問わない。この役員の報酬等には、職員に対する各学校

の給与規程に基づくものを含まない。 

４ 費用とは、役員としての職務執行に伴い生じる旅費（交通費、宿泊費等）、会合参加費

および手数料等の経費をいう。 

（報酬等の支給） 

第３条 役員に対しては、次のとおり報酬等を支給するものとする。 

  １ 理事 報酬、退職金 

２ 常勤監事 報酬、退職金 

 ３ 監事 報酬 

② 退職にあたっては、前項に定める退職金以外については、功労金をはじめとするいかなる

金員も支給しない。 

③ 役員本人から、第 1 項に規定する報酬等の全部または一部を辞退する旨の申し出があった

場合は、報酬の全部または一部を支給しないことができるものとする。 

（報酬等の額の算定方法） 

第４条 理事に対する報酬等の額は、次のとおりとする。 

１ この法人の職員である理事および参与 

(1) 報酬  別表第１に定める額 

(2) 退職金 別表第６に定める額

２ この法人の職員でない理事 

(1) 報酬  別表第２に定める額 

(2) 退職金 別表第７に定める額

② 常勤監事に対する報酬等の額は、次のとおりとする。

１ 報酬  別表第２に定める額 

２ 退職金 別表第７に定める額 

③ 監事に対する報酬の額は別表第２および別表第３に定める額とする。

④ 報酬の基礎となる指定職俸給表は別表第４、期末手当基礎額への加算月数および加算乗率

は別表第５のとおりとする。 
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（報酬等の支給方法） 

第５条 役員に対する報酬等の支給の時期は、次の各号による報酬等の区分に応じて、当該各号

に定める時期とする。 

１ 報酬 毎月 17 日（ただし、支給日が休日または土曜日にあたる場合は、16 日、16 日が

土曜日に当たるときは、15 日とする。） 

２ 退職金 任期の満了、辞任または死亡により退職した後 1 か月以内 

② 報酬等は、通貨により本人に支給する。ただし、本人の同意を得れば、本人の指定する金

融機関の口座に振り込むことができる。 

③ 報酬等は、法令の定めるところによる控除すべき金額および本人から申し出のあった立替

金、積立金等を控除して支給する。 

（費用） 

第６条 役員には、南山大学出張等に関する規程に準じて、旅費を支給する。 

② 役員が職務の執行にあたって旅費以外の費用を要する場合は、当該費用を支給する。

（報酬の日割り計算） 

第７条 新たに役員に就任した者には、就任の日から月末までの日割計算で報酬を支給する。 

② 役員が退任し、または解任された場合は、発令の日の属する月分の全額を支給する。

（端数の処理） 

第８条 この規程により、報酬の計算金額に1,000円未満の端数が生じたときは、その端数金額

が500円未満であるときは、これを切り捨て、その端数金額が500円以上であるときは、これを

1,000円に切り上げるものとする。 

② 退職金の計算金額に 100 円未満の端数が生じたときは、その端数金額を切り上げるものと

する。 

③ 費用の計算金額に１円未満の端数が生じたときは、その端数金額が50銭未満であるときは、

これを切り捨て、その端数金額が50銭以上であるときは、これを１円に切り上げるものとする。 

（公表） 

第９条 この法人は、この規程をもって、私立学校法第 107 条第 1 項第 3 号に定める報酬等の支

給の基準として公表する。 

（補則） 

第 10 条 この規程の実施に関し必要な事項は、理事長が、別に定める。 

第 11 条 この規程の改廃は、評議員会の意見を聴いた上で、理事会の議決により行う。 

附  則  

１ この規程は、2020 年 4 月 1 日より施行する。 

２ 次の規程は、これを廃止する。 

(1) 南山学園役員給与規程（平成 4 年 4 月 1 日施行）

(2) 南山学園役員退職金支給規程（平成 4 年 4 月 1 日施行）

附  則  

この規程の改正は、2021 年 4 月 1 日より施行する。 

附  則  

この規程の改正は、2025 年 4 月 1 日より施行する。 
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別 表 第１ この法人の職員である理事および参与の報酬 

報酬はポイント制とし、1ポイント月額16,000円とする。 

区分 役職名、ポイントの基準 ポイント 

基本 参与 0 

理事 6 

業務執行理事 15 

代表業務執行理事 18 

理事長 30 

加算 業務執行理事、理事、参与で担当職務

を委嘱された者 

受けた者 

１つにつき3 

ただし、総務担当

が将来構想担当

の職務を委嘱さ

れた場合は1担当

とみなす 

別  表 第２ この法人の職員でない理事および常勤監事の報酬 

報酬は以下の算式により算出する額とする。 

区分 役員区分 報酬（月額） 

基本 この法人の職員でない理事 〔指定職俸給表指定額×12ヶ月+期末手当(指定職

俸給表指定額×加算月数×加算乗率)の10万円未満

を切り捨てた額〕×週５日のうち出勤を要する日数

÷12ヶ月 

常勤監事 

監事 

別 表 第３ 監事の加算報酬 

区分 加算の基準 報酬（月額） 

加算 公認会計士、税理士またはそ

れ相当の資格を有する場合 

別表第２による報酬額に5割を加算する 

決算監査を行った場合 決算監査1回につき7万円（行った月にのみ加算） 

別 表 第４ 指定職俸給表 

俸給月額 588,800円 

別 表 第５ 期末加算月数および加算乗率 

区 分 加算月数 加算乗率 

理事、常勤監事、監事 5.0か月 20% 

別 表 第６ この法人の職員である理事の退職金 

区 分 期 間 金 額 

理事長 

在任1か年につき 

200,000円 

代表業務執行理事 200,000円 

業務執行理事 200,000円 

担当理事 150,000円 

理事 100,000円 

※上記期間における端数は月割りとする。ただし、1か月未満は1か月に切り上げる。

82



別 表 第７ この法人の職員でない理事および常勤監事の退職金 

区 分 期 間 金 額 

この法人の職員でない理事 
在任1か年につき 報酬年額の120分の15 

常勤監事 

※上記期間における端数は月割りとする。ただし、1か月未満は1か月に切り上げる。

南山学園理事会（2026年3月27日開催）確認 
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2025 年度事業報告書 附属明細書  

 2025 年度事業報告書に関して、「私立学校法施行規則」第 29 条第 3項に規定する附

属明細書に記載すべき「事業報告書の内容を補足する重要な事項」は存在しない。 
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